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糖鎖関連遺伝子（GGDB）、レクチン（LfDB）、糖タンパク質
（GlycoProtDB) 、糖鎖と感染症（PACDB）や糖鎖疾患遺伝子
（GDGDB）といった糖鎖関連データベース（DB）の開発・公開
（Asian Community of Glycoscience and Glycotechnology
（ACGG）-DB）を行っています。

また、レクチンマイクロアレイデータの可視化ツール（LM-
GlycomeAtlas）を開発し、GlyCosmos にて公開しています。

今回は、糖鎖関連DBの連携およびツールについて紹介しま
す。



糖鎖関連遺伝⼦（GGDB）
トーゴーの日シンポジウム2021

• Glyco Gene DataBase (GGDB)は、糖鎖関連遺
伝子に関するデータベースです。

– 糖鎖関連遺伝子：糖鎖合成に関連する遺伝子= 
糖転移酵素、硫酸転移酵素、糖ヌクレオチドトラン
スポーターなど。

• 糖転移酵素の基質特異性、ヒトの遺伝子を
ベースにした糖鎖関連のオーソログ遺伝子な
どの情報を表示します。

• 共通した糖鎖構造を元に、GlyCosmos Glycan
へのリンクも提供しています。

• 糖鎖関連遺伝子の変異による遺伝性疾患の
データベース（GDGDB）へのリンクも提供して
います。
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Disease
GlyCosmos Glycan



糖タンパク質（GlycoProtDB) 
トーゴーの日シンポジウム2021

• GlycoProtein DataBase (GlycoProtDB)に格納
されているデータは、糖鎖付加部位を同定で
きる方法（IGOT法）から得られた実験データで
す。

• 現在、マウスの各種臓器、ヒトのがん細胞や
HCV/HBVに感染した患者と健常人のそれぞ
れの血液由来の糖タンパク質のN型糖鎖の付
加位置情報を可視化しています。

• 糖ペプチドの捕集に使ったレクチンにより、 そ
の部位の持つ糖鎖モチーフが推定できます。
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レクチン（LfDB）
トーゴーの日シンポジウム2021

• Lectin Frontier DataBase (LfDB) には、蛍光検出
を用いた自動化フロンタルアフィニティークロマト
グラフィーシステム(FAC-FD)を用いて取得した各
種レクチンと糖鎖間の相互作用データを格納して
います。

• 共通した糖鎖構造を元に、GlyCosmos Glycan へ
のリンクも提供しています。
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GlyCosmos Glycan

レクチンと糖鎖間の相互作用グラフ

選択された１つの糖鎖との全てのレクチン相互作用グラフ



糖鎖と感染症(PACDB)や糖鎖疾患遺伝⼦
（GDGDB） トーゴーの日シンポジウム2021
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• PACDB: Pathogen Adherence to Carbohydrate DataBaseには、97の
疾患名と127の病原体（370の株）についての情報が214の学術論文
から抽出され、約1700件の糖鎖と病原体の相互作用のデータが収録
されています。

• 感染症を引き起こす病原体のタンパク質（レクチン）とそのレクチンが
結合する宿主（主にヒト）側の糖タンパク質や糖脂質（糖鎖リガンド）の
情報が提供されています。

• Glyco-Disease Genes DataBase (GDGDB)は、糖鎖関連遺伝子の変
異によって引き起こされる疾患の情報と遺伝子の情報を提供します。

• UniProtKB、ENZYME database等から糖転移酵素や糖鎖代謝に関与
する酵素などの機能情報を取得できます。

GDGDBPACDB



レクチンマイクロアレイデータの可視化
ツール（LM-GlycomeAtlas) トーゴーの日シンポジウム2021

• LM-GlycomeAtlasは、レクチンマイクロアレイ
（４５種類のレクチン）データの可視化ツールで、
GlyCosmos にて公開しています。

• マウス組織ごとにデータが区別され、組織画像
やレクチンマイクロアレイデータを表示しダウン
ロードして利用できます。

• 正常・疾患モデルマウスのレクチンマイクロアレ
イデータや組織のレクチン染色画像を格納して
います。
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